
熊本県・熊本市 天明地区
ナスにおける共同試験

生 産 者 加藤氏圃場

住 所 熊本市南区奥古閑

品 種 筑陽

定 植 日 平成27年 9月 2日

収 穫 日 平成28年 3月29日

総 面 積 50a（内試験区（セル区）20a）

:
:
:
:
:
:

施用資材
元 肥・土壌改良材
・セル‐イースト7：7：7
・セル-コーティングＬＤ270 16：16：8

  （有機りん酸加里・アミノ酸配合）
・セル-コーラルCa

  ・セル-The漢方ぼかし
・セル-微量元素
・セル‐腐植酸

葉面散布・土壌灌水
 ・プレミアム セル‐The酵母細胞壁
 ・セル‐亜リン酸カリ28/18
 ・セル‐8倍濃縮有機酸リュース
・セル‐サイエンスCa
・セル‐魚エキス600

 ・セル‐有機入り液肥10：6：4

撮影日：平成28年3月30日

セル区 慣行区
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単位=
本/10ａ

収穫量調査（10a当り） ・1本当たり120gとして計算
・収穫期間 平成27年9月27日～平成28年6月30日

・部会平均  ⇒ １４.8ｔ／10a
・セル区 ⇒ 21.3ｔ／10a ⇒ 143.9％ ＵＰ

部会平均に対して
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18種類のアミノ酸

１８種類のアミノ酸分析結果 2016年 財団法人 日本食品分析センター

セル区で慣行区に対して
108.7％ＵＰ！

単位=
㎎/100g



旨味成分分析結果 2016年 財団法人 日本食品分析センター

セル区で慣行区に対して
118％ＵＰ！
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グルタミン酸
単位=
㎎/100g



旨味成分分析結果 2016年 財団法人 日本食品分析センター

セル区で慣行区に対して
105％ＵＰ！

77

78

79

80

81

82

83
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アスパラギン酸
単位=
㎎/100g



植物体内の硝酸イオン濃度分析結果 2016年 財団法人 日本食品分析センター

セル区で慣行区に対して
7.8％減！
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硝酸態窒素
単位=
㎎/100g



熊本県・ＪＡ熊本市 天明地区
ナスにおける使用例

生  産  者   加藤氏圃場

住       所     熊本市南区奥古閑

品 種  PC筑陽  

:
:
:

施用資材
元 肥・土壌改良材
・セル‐イースト12：8：8
・セル-コーティングＬＤ270 16：16：8
・セル-コーラルCa

  ・セル-The漢方ぼかし
・セル-微量元素
・セル‐腐植酸３３

葉面散布・土壌灌水
 ・プレミアム セル‐酵母発酵物
 ・セル‐亜リン酸カリ28/18
 ・セル‐高濃縮有機酸ファイト・Fe2+
・セル-フルボ酸・Fe2+
・セル‐サイエンスCa
・セル‐魚エキス600

 ・セル-ファーメントMg
・セル-ファーメントK

 ・セル‐有機入液肥10：6：4 セル区

撮影日：令和3年10月5日



共同試験を開始した4年前は収穫量21.3t/10aであった。令和3年度は収穫量約
27t/10aと大幅に向上された。更に、秀品率も高く平均48.5円/本で取引されてる。
よって収穫量と品質の向上により、大幅な収入向上に繋がっている。

セル区

撮影日：令和3年10月5日
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